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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年8月18日(2016.8.18)

【公表番号】特表2015-522036(P2015-522036A)
【公表日】平成27年8月3日(2015.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2015-049
【出願番号】特願2015-520627(P2015-520627)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 205/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/26     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/454    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4178   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/397    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/451    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4545   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4525   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/496    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/437    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4155   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  205/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/10     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  403/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  403/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０１　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０８Ｘ
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０６Ａ
   Ｃ０７Ｄ  211/26     　　　　
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   Ｃ０７Ｄ  487/04     １５０　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０７Ｋ
   Ｃ０７Ｄ  405/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/454    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4178   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/397    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/451    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/55     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4545   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4525   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/496    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/437    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4155   　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月30日(2016.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造ＩＩＩを有する化合物であり：
【化９０１】

 
　　　　　　　　　　　　ＩＩＩ
ここで、
　Ｌ－Ａｒは、

【化９０２】
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であり；
　Ａｒは、
【化９０３】

であり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンではない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換され
ていてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、またはＣ１－Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ２４は、Ｈ、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（
Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１

－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）

ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）であり、ここで：
　　ｔは、０または１であり；
　　ｕは、０または１であり；
　　ただし、ｕが１である時、ｔは１であり；および
　　各Ｒ２４１は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに、
　Ｒ２５は、ハロゲン、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ２アルキル
またはシクロプロピルである、前記化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
【請求項２】
　Ｌ－Ａｒが
【化９０４】

 
である場合、Ａｒは
【化９０５】
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ではない、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｉ）Ｌ－Ａｒが
【化９０６】

であり、Ａｒが
【化９０７】

であるか、あるいは
　Ｌ－Ａｒが
【化９０８】

 
であり、Ａｒが
【化９０９】

である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ａｒが
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【化９１０】

 
である、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　ｉ）Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルであるか、あるいはｉｉ）
Ｒ１が－ＣＮである、請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ２がＨである、請求項１～５のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項７】
　ｉ）Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルであるか
、あるいはｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ４アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルであるか
、あるいはｉｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである
か、あるいはｉｖ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｖ）Ｒ２１が－ＣＨ

３である請求項１～６のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　ｉ）Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉｉ）Ｒ２２がＨまたは
－ＣＨ３であるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２２が－ＣＨ３である、請求項１～７のいずれか
１項に記載の化合物。
【請求項９】
　ｉ）Ｒ２４がＨ、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－
（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ

１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル
）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（
４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）である
か、あるいはｉｉｉ）Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であるか、あるいはｉｖ）Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）
－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）であるか、あるいはｖ）Ｒ２４がＣ１－Ｃ２アルキルであ
るか、あるいはｖｉ）Ｒ２４がＣ３－Ｃ６シクロアルキルであるか、あるいはｖｉｉ）Ｒ
２４が－ＣＮまたは－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－ＣＮであるか、あるいはｖｉｉｉ）Ｒ２

４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－ＣＮであるか、あるいはｉｘ）Ｒ２４がメチル、イソプ
ロピル、シクロプロピル、－ＣＮまたは－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－ＣＮである、請求項
１～８のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　ｉ）Ｒ２４が－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が－ＣＨ３である
か、あるいはｉｉｉ）Ｒ２４が－ＣＮであるか、あるいはｉｖ）Ｒ２４がＨ、－ＣＨ３、
－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＯＣＨ３、－（ＣＨ２）２ＯＨ、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ３または
－（ＣＨ２）２Ｎ（ＣＨ３）２である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ２アルキル、オキソ、－ＣＮ、ハロゲン、アルカノイル、アルコキシ
カルボニル、－ＯＨおよびＣ１－Ｃ２アルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換
されるか、あるいはＲ２４がメチル、－Ｆ、メトキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３およびＣ（＝
Ｏ）－ＯＣＨ３から選択される１つ以上の置換基で置換される、請求項９に記載の化合物
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。
【請求項１２】
　ｉ）Ｒ２４が同一または異なる２つの置換基で置換されるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が
同一または異なる３つの置換基で置換される、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　ｉ）Ｒ２５がハロゲン、－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ２アルキルまたはシクロプロピルであるか、
あるいはｉｉ）Ｒ２５がハロゲン、Ｃ１－Ｃ２アルキルまたはシクロプロピルである、請
求項１～１２のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１４】
　ｉ）Ｒ２５が－ＣＮ、－Ｃｌまたは－ＣＨ３であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２５が－Ｃｌ
またはＲ２５が－ＣＨ３である、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　ｉ）Ｒ２５が－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ２アルキルおよびアルキルカルボニルオキシ
から選択される１つ以上の置換基で置換されるか、あるいはｉｉ）Ｒ２５が－Ｆ、メチル
およびＯ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３から選択される１つ以上の置換基で置換される、請求項１
～１３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１６】
　ｉ）Ｒ２５が同一または異なる２つの置換基で置換されるか、あるいはｉｉ）Ｒ２５が
同一または異なる３つの置換基で置換される、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　構造ＩＩＩｂを有する化合物であり：

【化９１１】

 
　　　　　　　　　　　ＩＩＩｂ
ここで、
　Ｌ－Ａｒは、

【化９１２】

であり；
　Ａｒは、
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【化９１３】

であり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンではない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換され
ていてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに
　各Ｒ２４およびＲ２５は、独立してＨ、ハロゲン、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）
－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４

アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで：
　　各ｔは、独立して０または１であり；
　　各ｕは、独立して０または１であり；および
　　各Ｒ２４１は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり、
ここで、前記化合物が：
【化９１４】

 
でない、前記化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
【請求項１８】
　Ｌ－Ａｒが

【化９１５】
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である時、Ａｒが
【化９１６】

 
ではない、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
　ｉ）Ｌ－Ａｒが

【化９１７】

であり、Ａｒが
【化９１８】

であるか、あるいは
ｉｉ）Ｌ－Ａｒが
【化９１９】

 
であり、Ａｒが
【化９２０】
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である、請求項１７に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ａｒが
【化９２１】

 
である、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　ｉ）Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルであるか、あるいはｉｉ）
Ｒ１が－ＣＮである、請求項１７～２０のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｒ２がＨである、請求項１７～２１のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２３】
　ｉ）Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６
員複素環であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キルまたは４～６員複素環であるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまた
はＣ３－Ｃ５シクロアルキルであるか、あるいはｉｖ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルであ
るか、あるいはｖ）Ｒ２１が－ＣＨ３である、請求項１７～２２のいずれか１項に記載の
化合物。
【請求項２４】
　ｉ）Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉｉ）Ｒ２２がＨまたは
－ＣＨ３であるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２２が－ＣＨ３である、請求項１７～２３のいず
れか１項に記載の化合物。
【請求項２５】
　ｉ）各Ｒ２４およびＲ２５が独立してＨ、－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ

－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）で
あるか、あるいはｉｉ）各Ｒ２４およびＲ２５が独立してＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（
Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－
Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２４がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－
Ｃ４アルキル）であるか、あるいはｉｖ）Ｒ２４が－ＣＮ、－Ｃｌ、Ｃ１－Ｃ４アルキル
または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であるか、あるいはｖ）
Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル）であるか、あるいはｖｉ）Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２ア
ルキル）であるか、あるいはｖｉｉ）Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルである、請求項１７～
２４のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２６】
　ｉ）Ｒ２４が－ＣＨ３であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が水素である、請求項１７～２
５のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２７】
　ｉ）Ｒ２４がハロゲン、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルおよびＣ１－Ｃ２アルコキシから選
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択される１つ以上の置換基で置換されるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が－Ｆ、シクロプロピ
ルおよびＯＣＨ３から選択される１つ以上の置換基で置換される、請求項１７～２５のい
ずれか１項に記載の化合物。
【請求項２８】
　ｉ）Ｒ２４が同一または異なる２つの置換基で置換されるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が
同一または異なる３つの置換基で置換される、請求項２７に記載の化合物。
【請求項２９】
　ｉ）Ｒ２５がハロゲン、メチル、エチルまたはシクロプロピルであるか、あるいはｉｉ
）Ｒ２５が－ＣＮ、－Ｃｌ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（
Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）であるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２５が－ＣＮ、－Ｃｌ、－ＣＨ３、－Ｏ－（Ｃ３－
Ｃ５シクロアルキル）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）であるか、あるいはｉｖ）Ｒ
２５が－ＣＮ、－ＣｌまたはＣ１－Ｃ４アルキルである、請求項１７～２８のいずれか１
項に記載の化合物。
【請求項３０】
　ｉ）Ｒ２５が－ＣＨ３であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２５が－Ｃｌである、請求項１７～
２９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項３１】
　ｉ）Ｒ２５が１つ以上のハロゲンで置換されるか、あるいはｉｉ）Ｒ２５が１つ以上の
－Ｆで置換されるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２５が２つの置換基で置換されるか、あるいは
ｉｖ）Ｒ２５が３つの置換基で置換される、請求項１７～２９のいずれか１項に記載の化
合物。
【請求項３２】
　構造ＩまたはＩＩを有する化合物であり：
【化９２２】

ここで：
　Ｌ３は、－ＣＨ２－、－ＣＨＲ５０－、－Ｏ－、－ＮＲ５０－、－ＮＣ（Ｏ）Ｒ５０－
または－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ５０－であり、ここで、Ｒ５０はＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ

５シクロアルキル、または４～６員複素環であり；
　ｎは、１、２、または３であり；
　ｍは、ｎ＋ｍ≧３という条件で１または２であり；
　Ｌ－Ａｒは、
【化９２３】

であり；
　Ａｒは、
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【化９２４】

であり、ただしＬ－Ａｒが

【化９２５】

 
である時、Ａｒは
【化９２６】

 
ではなく；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されて
いてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、またはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに、
　Ｒ２４は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）ｔ－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｔ－（Ｃ３－Ｃ５

シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｔ－（４～６員複素環）または－（
Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで：
　　各ｔは、独立して０または１であり；および、
　　各Ｒ２４１は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、前記化合物またはその
薬剤的に許容できる塩。
【請求項３３】
　ｉ）Ｌ－Ａｒが
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【化９２７】

であり、Ａｒが

【化９２８－１】

【化９２８－２】

であるか、あるいは
　ｉｉ）Ｌ－Ａｒが
【化９２９】

 
であり、Ａｒが
【化９３０】

である、請求項３２に記載の化合物。
【請求項３４】
　Ａｒが
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【化９３１】

 
である、請求項３３に記載の化合物。
【請求項３５】
　ｉ）Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルであるか、あるいはｉｉ）
Ｒ１が－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルであるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ１が－ＣＮで
あるか、あるいはｉｖ）Ｒ１が－Ｃｌである、請求項３２～３４のいずれか１項に記載の
化合物。
【請求項３６】
　Ｒ２がＨである、請求項３２～３５のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項３７】
　ｉ）Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６
員複素環であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２１がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロ
アルキルまたは４～６員複素環であるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキル
またはＣ３－Ｃ５シクロアルキルであるか、あるいはｉｖ）Ｒ２１がＣ３－Ｃ５シクロア
ルキルであるか、あるいはｖ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルである、請求項３２～３６の
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項３８】
　ｉ）Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉｉ）Ｒ２２がＨである
か、あるいはｉｉｉ）Ｒ２２がＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉｖ）Ｒ２２が－
ＣＨ３である、請求項３２～３７のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項３９】
　ｉ）Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ

１－Ｃ２アルキル）である、請求項３２～３８のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項４０】
　Ｌ３が－Ｎ（ＣＨ３）－である、請求項３２～３９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項４１】
　ｉ）ｎが２であり、ｍが２であるか、あるいはｉｉ）ｎが１または２であるか、あるい
はｉｉｉ）ｎが１であり、ｍが２である、請求項３２～４０のいずれか１項に記載の化合
物。
【請求項４２】
　構造ＩＶを有する化合物であり：

【化９５０】

 
　　　　　　　　　　　ＩＶ
ここで：
　Ｌ－Ａｒは、
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【化９５１】

であり；
　Ａｒは、

【化９５２】

であり、ただしＬ－Ａｒが

【化９５３】

 
である時、Ａｒは

【化９５４】

 
ではなく；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンではない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されて
いてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに
　Ｒ２４は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シ
クロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ
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１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、ここで：
　　ｔは、０または１であり；
　　ｕは、０または１であり；
　　ただしｕが１である時、ｔは１であり；および、
　　Ｒ２４１は、ＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、前記化合物またはその薬剤的に許
容できる塩。
【請求項４３】
　Ｌ－Ａｒが
【化９５５】

であり、Ａｒが
【化９５６】

である、請求項４２に記載の化合物。
【請求項４４】
　ｉ）Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルであるか、あるいはｉｉ）
Ｒ１が－ＣＮである、請求項４２または４３に記載の化合物。
【請求項４５】
　Ｒ２がＨである、請求項４２～４４のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項４６】
　ｉ）Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６
員複素環であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロ
アルキルであるか、あるいはｉｉｉ）Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉ
ｖ）Ｒ２１がＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、請求項４２～４５のいずれか１項に記載
の化合物。
【請求項４７】
　ｉ）Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉｉ）Ｒ２２がＨである
か、あるいはｉｉｉ）Ｒ２２がＣ１－Ｃ２アルキルであるか、あるいはｉｖ）Ｒ２２が－
ＣＨ３である、請求項４２～４６のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項４８】
　ｉ）Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４

アルキル）であるか、あるいはｉｉ）Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－
Ｃ２アルキル）である、請求項４２～４７のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項４９】
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　請求項１～４８のいずれかの化合物および薬剤的に許容できる担体、賦形剤または希釈
剤を含む医薬組成物。
【請求項５０】
　対象のウイルス感染を治療するための、請求項１～４８のいずれかの化合物または請求
項４９の医薬組成物の治療上有効な量を含む、組成物。
【請求項５１】
　前記ウイルス感染がＣ型肝炎感染を含む、請求項５０に記載の組成物。
【請求項５２】
　対象の脂肪酸合成酵素経路の調節不全を特徴とする状態を治療するための、請求項１～
４８のいずれかの化合物または請求項４９の医薬組成物の治療上有効な量を含む、組成物
。
【請求項５３】
　対象のがんを治療するための、請求項１～４８のいずれかの化合物または請求項４９の
医薬組成物の治療上有効な量を含む、組成物。
【請求項５４】
　前記がんが、乳癌、膵癌また大腸癌である、請求項５３に記載の組成物。
【請求項５５】
　前記がんが膵癌である、請求項５３に記載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　様々な態様において、本開示は、対象の脂肪酸合成酵素経路の調節不全を特徴とする状
態を治療する方法を提供し、当該方法はそのような治療が必要な対象に構造Ｉ、ＩＩ、Ｉ
ＩＩ、ＩＩＩｂ、ＩＩＩｃ、ＩＶ、ＶおよびＶＩのいずれか１つの化合物を有効な量で投
与することを含む。様々な態様において、脂肪酸合成酵素経路の調節不全を特徴とする状
態は、ウイルス感染またはがんである。様々な態様において、ウイルス感染は、構造Ｉ、
ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＩＩｂ、ＩＩＩｃ、ＩＶ、ＶおよびＶＩのいずれか１つの化合物を１つ
以上の追加の抗ウイルス治療と組み合わせて使用して、治療される。様々な態様において
、がんは、構造Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＩＩｂ、ＩＩＩｃ、ＩＶ、ＶおよびＶＩのいずれか
１つの化合物を１つ以上の追加のがん治療と組み合わせて使用して、治療される。様々な
態様において、ウイルス感染はＣ型肝炎である。様々な態様において、がんは乳癌である
。様々な態様において、がんは膵癌である。様々な態様において、がんは大腸癌である。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　構造ＩＩＩを有する化合物であり：
【化９０１】

 
　　　　　　　　　　　　ＩＩＩ
ここで、
　Ｌ－Ａｒは、
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【化９０２】

であり；
　Ａｒは、

【化９０３】

であり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンではない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換され
ていてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、またはＣ１－Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ２４は、Ｈ、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（
Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１

－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）

ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）であり、ここで：
　　ｔは、０または１であり；
　　ｕは、０または１であり；
　　ただし、ｕが１である時、ｔは１であり；および
　　各Ｒ２４１は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに、
　Ｒ２５は、ハロゲン、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ２アルキル
またはシクロプロピルである、前記化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
（項目２）
　Ｌ－Ａｒが

【化９０４】
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である場合、Ａｒは
【化９０５】

 
ではない、項目１に記載の化合物。
（項目３）
　Ｌ－Ａｒが

【化９０６】

であり、Ａｒが
【化９０７】

である、項目１に記載の化合物。
（項目４）
　Ｌ－Ａｒが
【化９０８】

 
であり、Ａｒが
【化９０９】
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である、項目３に記載の化合物。
（項目５）
　Ａｒが
【化９１０】

 
である、項目４に記載の化合物。
（項目６）
　Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目１～５のいずれか
１項に記載の化合物。
（項目７）
　Ｒ１が－ＣＮである、項目６に記載の化合物。
（項目８）
　Ｒ２がＨである、項目１～７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９）
　Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目
１～８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１０）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ４アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目９に記載の
化合物。
（項目１１）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目１０に記載
の化合物。
（項目１２）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１１に記載の化合物。
（項目１３）
　Ｒ２１が－ＣＨ３である、項目１２に記載の化合物。
（項目１４）
　Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１～１３のいずれか１項に記載の化
合物。
（項目１５）
　Ｒ２２がＨまたは－ＣＨ３である、項目１４に記載の化合物。
（項目１６）
　Ｒ２２が－ＣＨ３である、項目１５に記載の化合物。
（項目１７）
　Ｒ２４がＨ、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ

１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－
Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ

－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル）である、項目１～１６のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１８）
　Ｒ２４がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４

アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ６シク
ロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１

－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）である、項目１７に記載の化合物。
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（項目１９）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）である、項目１８に記載の化合物。
（項目２０）
　Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）である、項目１９に
記載の化合物。
（項目２１）
　Ｒ２４が－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である、項目２０に記載の化合物。
（項目２２）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１９に記載の化合物。
（項目２３）
　Ｒ２４が－ＣＨ３である、項目２２に記載の化合物。
（項目２４）
　Ｒ２４がＣ３－Ｃ６シクロアルキルである、項目１８に記載の化合物。
（項目２５）
　Ｒ２４が－ＣＮまたは－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－ＣＮである、項目１７に記載の化合
物。
（項目２６）
　Ｒ２４が－ＣＮである、項目２５に記載の化合物。
（項目２７）
　Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－ＣＮである、項目２５に記載の化合物。
（項目２８）
　Ｒ２４がＨ、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２ＯＣＨ３、－（ＣＨ２）２ＯＨ、－（
ＣＨ２）２ＯＣＨ３または－（ＣＨ２）２Ｎ（ＣＨ３）２である、項目１７に記載の化合
物。
（項目２９）
　Ｒ２４がメチル、イソプロピル、シクロプロピル、－ＣＮまたは－（Ｃ１－Ｃ２アルキ
ル）－ＣＮである、項目１７に記載の化合物。
（項目３０）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ２アルキル、オキソ、－ＣＮ、ハロゲン、アルカノイル、アルコキシ
カルボニル、－ＯＨおよびＣ１－Ｃ２アルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換
される、項目１～２０、２２、２４～２５、２７および２９のいずれか１項に記載の化合
物。
（項目３１）
　Ｒ２４がメチル、－Ｆ、メトキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３およびＣ（＝Ｏ）－ＯＣＨ３か
ら選択される１つ以上の置換基で置換される、項目３０に記載の化合物。
（項目３２）
　Ｒ２４が同一または異なる２つの置換基で置換される、項目３０または３１に記載の化
合物。
（項目３３）
　Ｒ２４が同一または異なる３つの置換基で置換される、項目３０または３１に記載の化
合物。
（項目３４）
　Ｒ２５がハロゲン、－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ２アルキルまたはシクロプロピルである、項目１
～３３のいずれか１項に記載の化合物。
（項目３５）
　Ｒ２５がハロゲン、Ｃ１－Ｃ２アルキルまたはシクロプロピルである、項目３４に記載
の化合物。
（項目３６）
　Ｒ２５が－ＣＮ、－Ｃｌまたは－ＣＨ３である、項目３４に記載の化合物。
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（項目３７）
　Ｒ２５が－Ｃｌである、項目３６に記載の化合物。
（項目３８）
　Ｒ２５が－ＣＨ３である、項目３６に記載の化合物。
（項目３９）
　Ｒ２５が－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ２アルキルおよびアルキルカルボニルオキシから
選択される１つ以上の置換基で置換される、項目１～３５のいずれか１項に記載の化合物
。
（項目４０）
　Ｒ２５が－Ｆ、メチルおよびＯ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ３から選択される１つ以上の置換基
で置換される、項目３９に記載の化合物。
（項目４１）
　Ｒ２５が同一または異なる２つの置換基で置換される、項目３９または４０に記載の化
合物。
（項目４２）
　Ｒ２５が同一または異なる３つの置換基で置換される、項目３９または４０に記載の化
合物。
（項目４３）
　構造ＩＩＩｂを有する化合物であり：
【化９１１】

 
　　　　　　　　　　　ＩＩＩｂ
ここで、
　Ｌ－Ａｒは、

【化９１２】

であり；
　Ａｒは、

【化９１３】
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であり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンではない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換され
ていてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに
　各Ｒ２４およびＲ２５は、独立してＨ、ハロゲン、－ＣＮ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）
－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４

アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで：
　　各ｔは、独立して０または１であり；
　　各ｕは、独立して０または１であり；および
　　各Ｒ２４１は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり、
ここで、前記化合物が：
【化９１４】

 
でない、前記化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
（項目４４）
　Ｌ－Ａｒが
【化９１５】

 
である時、Ａｒが
【化９１６】

 
ではない、項目４３に記載の化合物。
（項目４５）
　Ｌ－Ａｒが
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【化９１７】

であり、Ａｒが

【化９１８】

である、項目４３に記載の化合物。
（項目４６）
　Ｌ－Ａｒが

【化９１９】

 
であり、Ａｒが

【化９２０】

である、項目４５に記載の化合物。
（項目４７）
　Ａｒが

【化９２１】
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である、項目４６に記載の化合物。
（項目４８）
　Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目４３～４７のいず
れか１項に記載の化合物。
（項目４９）
　Ｒ１が－ＣＮである、項目４８に記載の化合物。
（項目５０）
　Ｒ２がＨである、項目４３～４９のいずれか１項に記載の化合物。
（項目５１）
　Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複
素環である、項目４３～５０のいずれか1項に記載の化合物。
（項目５２）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複素環である
、項目５１に記載の化合物。
（項目５３）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目５２に記載
の化合物。
（項目５４）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目５３に記載の化合物。
（項目５５）
　Ｒ２１が－ＣＨ３である、項目５４に記載の化合物。
（項目５６）
　Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、項目４３～５５のいずれか１項に記載の
化合物。
（項目５７）
　Ｒ２２がＨまたは－ＣＨ３である、項目５６に記載の化合物。
（項目５８）
　Ｒ２２が－ＣＨ３である、項目５７に記載の化合物。
（項目５９）
　各Ｒ２４およびＲ２５が独立してＨ、－ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（
４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）である
、項目４３～５８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６０）
　各Ｒ２４およびＲ２５が独立してＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）

ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）である、項目５９に記載の化合物。
（項目６１）
　Ｒ２４がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ４

アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シク
ロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ１

－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）である、項目４３～５８のいずれか１項
に記載の化合物。
（項目６２）
　Ｒ２４が－ＣＮ、－Ｃｌ、Ｃ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－
（Ｃ１－Ｃ４アルキル）である、項目４３～５８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６３）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
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キル）である、項目６２に記載の化合物。
（項目６４）
　Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）である、項目６３に
記載の化合物。
（項目６５）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルである、項目６３に記載の化合物。
（項目６６）
　Ｒ２４が－ＣＨ３である、項目６５に記載の化合物。
（項目６７）
　Ｒ２４が水素である、項目４３～５８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６８）
　Ｒ２４がハロゲン、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルおよびＣ１－Ｃ２アルコキシから選択さ
れる１つ以上の置換基で置換される、項目４３～６５のいずれか１項に記載の化合物。
（項目６９）
　Ｒ２４が－Ｆ、シクロプロピルおよびＯＣＨ３から選択される１つ以上の置換基で置換
される、項目６８に記載の化合物。
（項目７０）
　Ｒ２４が同一または異なる２つの置換基で置換される、項目６８または６９に記載の化
合物。
（項目７１）
　Ｒ２４が同一または異なる３つの置換基で置換される、項目６８または６９に記載の化
合物。
（項目７２）
　Ｒ２５がハロゲン、メチル、エチルまたはシクロプロピルである、項目４３～５８また
は項目６１～７１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目７３）
　Ｒ２５が－ＣＮ、－Ｃｌ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（
Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）または－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）である、項目４３～５８または項目６１～７１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目７４）
　Ｒ２５が－ＣＮ、－Ｃｌ、－ＣＨ３、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）または－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）である、項目７３に記載の化合物。
（項目７５）
　Ｒ２５が－ＣＮ、－ＣｌまたはＣ１－Ｃ４アルキルである、項目７３に記載の化合物。
（項目７６）
　Ｒ２５が－ＣＨ３である、項目７５に記載の化合物。
（項目７７）
　Ｒ２５が－Ｃｌである、項目７５に記載の化合物。
（項目７８）
　Ｒ２５が１つ以上のハロゲンで置換される、項目４３～７５のいずれか１項に記載の化
合物。
（項目７９）
　Ｒ２５が１つ以上の－Ｆで置換される、項目７８に記載の化合物。
（項目８０）
　Ｒ２５が２つの置換基で置換される、項目７８または７９に記載の化合物。
（項目８１）
　Ｒ２５が３つの置換基で置換される、項目７８または７９に記載の化合物。
（項目８２）
　構造ＩＩを有する化合物であり：
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【化９２２】

 
　　　　　　　　　　　　ＩＩ
ここで：
　Ｌ－Ａｒは、

【化９２３】

であり；
　Ａｒは、
【化９２４】

であり、ただしＬ－Ａｒが
【化９２５】

 
である時、Ａｒは

【化９２６】

 
ではなく；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されて
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いてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、またはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに、
　Ｒ２４は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）ｔ－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｔ－（Ｃ３－Ｃ５

シクロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｔ－（４～６員複素環）または－（
Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで：
　　各ｔは、独立して０または１であり；および、
　　各Ｒ２４１は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、前記化合物またはその
薬剤的に許容できる塩。
（項目８３）
　Ｌ－Ａｒが
【化９２７】

であり、Ａｒが
【化９２８－１】

【化９２８－２】

である、項目８２に記載の化合物。
（項目８４）
　Ｌ－Ａｒが

【化９２９】

 
であり、Ａｒが
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【化９３０】

である、項目８３に記載の化合物。
（項目８５）
　Ａｒが

【化９３１】

 
である、項目８４に記載の化合物。
（項目８６）
　Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目８２～８５のいず
れか１項に記載の化合物。
（項目８７）
　Ｒ１が－ＣＮである、項目８６に記載の化合物。
（項目８８）
　Ｒ２がＨである、項目８２～８７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目８９）
　Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複
素環である、項目８２～８８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９０）
　Ｒ２１がＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複素環で
ある、項目８２～８８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９１）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目８９または
９０に記載の化合物。
（項目９２）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目９１に記載の化合物。
（項目９３）
　Ｒ２１がＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目９１に記載の化合物。
（項目９４）
　Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、項目８２～９３のいずれか１項に記載の
化合物。
（項目９５）
　Ｒ２２がＨである、項目９４に記載の化合物。
（項目９６）
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　Ｒ２２がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目９４に記載の化合物。
（項目９７）
　Ｒ２２が－ＣＨ３である、項目９６に記載の化合物。
（項目９８）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）である、項目８２～９７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９９）
　Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）ｔ－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）である、項目９８
に記載の化合物。
（項目１００）
　構造Ｉの化合物であり：
【化９３２】

 
　　　　　　　　　　　　Ｉ
ここで：
　Ｌ３は、－ＣＨ２－、－ＣＨＲ５０－、－Ｏ－、－ＮＲ５０－、－ＮＣ（Ｏ）Ｒ５０－
または－ＮＣ（Ｏ）ＯＲ５０－であり、ここで、Ｒ５０はＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ

５シクロアルキル、または４～６員複素環であり；
　ｎは、１、２、または３であり；
　ｍは、ｎ＋ｍ≧３という条件で１または２であり；
　Ｌ－Ａｒは、
【化９３３】

であり；
　Ａｒは、
【化９３４】

であり、ただしＬ－Ａｒが
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【化９３５】

 
である時、Ａｒは
【化９３６】

 
ではなく；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
、Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されて
いてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；ならびに、
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、またはＣ１－Ｃ２アルキルである、前記化合物またはその薬
剤的に許容できる塩。
（項目１０１）
　Ｌ－Ａｒが

【化９３７】

であり、Ａｒが
【化９３８】

である、項目１００に記載の化合物。
（項目１０２）
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　Ｌ－Ａｒが
【化９３９】

 
であり、Ａｒが

【化９４０】

である、項目１０１に記載の化合物。
（項目１０３）
　Ｒ１がＨ、－ＣＮ、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル）、－
Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで、Ｒ１がＨ
または－ＣＮでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されていてもよい、項目１０
０～１０２のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１０４）
　Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目１００～１０２の
いずれか１項に記載の化合物。
（項目１０５）
　Ｒ１が－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目１０４に記載の化合物。
（項目１０６）
　Ｒ１が－ＣＮである、項目１０５に記載の化合物。
（項目１０７）
　Ｒ１が－Ｃｌである、項目１０４に記載の化合物。
（項目１０８）
　Ｒ２がＨである、項目１００～１０７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１０９）
　Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複
素環である、項目１００～１０８のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１１０）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目１０９に記
載の化合物。
（項目１１１）
　Ｒ２１がＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目１１０に記載の化合物。
（項目１１２）
　Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１００～１１１のいずれか１項に記
載の化合物。
（項目１１３）
　Ｒ２２がＨである、項目１１２に記載の化合物。
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（項目１１４）
　Ｒ２２がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１１２に記載の化合物。
（項目１１５）
　Ｒ２２が－ＣＨ３である、項目１１４に記載の化合物。
（項目１１６）
　Ｌ３が－Ｎ（ＣＨ３）－である、項目１００～１１５のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１１７）
　ｎが２であり、ｍが２である、項目１００～１１６のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１１８）
　ｎが１または２である、項目１００～１１６のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１１９）
　ｎが１であり、ｍが２である、項目１００～１１６のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１２０）
　構造ＩＩＩｃを有する化合物であり：

【化９４１】

 
　　　　　　　　　　　　ＩＩＩｃ
ここで：
　Ｌ－Ａｒは、

【化９４２】

であり；
　Ａｒは、
【化９４３－１】

【化９４３－２】

であり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
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　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されてい
てもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに、
　各Ｒ２４およびＲ２５は、独立してＨ、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、またはハロゲンである
、前記化合物またはその薬剤的に許容できる塩。
（項目１２１）
　Ｌ－Ａｒが

【化９４４】

 
であり、Ａｒが
【化９４５】

 
でない、項目１２０に記載の化合物。
（項目１２２）
　Ｌ－Ａｒが

【化９４６】

であり、Ａｒが

【化９４７】
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である、項目１２０に記載の化合物。
（項目１２３）
　Ｌ－Ａｒが
【化９４８】

 
であり、Ａｒが

【化９４９】

である、項目１２２に記載の化合物。
（項目１２４）
　Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目１２０～１２３の
いずれか１項に記載の化合物。
（項目１２５）
　Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複
素環である、項目１２０～１２４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１２６）
　Ｒ２１が－ＣＨ３である、項目１２５に記載の化合物。
（項目１２７）
　Ｒ２２がＨである、項目１２０～１２６のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１２８）
　構造ＩＶを有する化合物であり：
【化９５０】

 
　　　　　　　　　　　ＩＶ
ここで：
　Ｌ－Ａｒは、

【化９５１】
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であり；
　Ａｒは、
【化９５２】

であり、ただしＬ－Ａｒが
【化９５３】

 
である時、Ａｒは

【化９５４】

 
ではなく；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）または－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで
Ｒ１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンではない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されて
いてもよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに
　Ｒ２４は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－ＯＨ、－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）－Ｎ（Ｒ２４１）２、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（Ｃ３－Ｃ５シ
クロアルキル）、－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）ｔ－Ｏｕ－（４～６員複素環）または－（Ｃ

１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、ここで：
　　ｔは、０または１であり；
　　ｕは、０または１であり；
　　ただしｕが１である時、ｔは１であり；および、
　　Ｒ２４１は、ＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、前記化合物またはその薬剤的に許
容できる塩。
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（項目１２９）
　Ｌ－Ａｒが
【化９５５】

であり、Ａｒが
【化９５６】

である、項目１２８に記載の化合物。
（項目１３０）
　Ｒ１がハロゲン、－ＣＮまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルである、項目１２８または１２
９に記載の化合物。
（項目１３１）
　Ｒ１が－ＣＮである、項目１３０に記載の化合物。
（項目１３２）
　Ｒ２がＨである、項目１２８～１３１のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１３３）
　Ｒ２１がハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～６員複
素環である、項目１２８～１３２のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１３４）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルまたはＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目１３３に記
載の化合物。
（項目１３５）
　Ｒ２１がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１３４に記載の化合物。
（項目１３６）
　Ｒ２１がＣ３－Ｃ５シクロアルキルである、項目１３４に記載の化合物。
（項目１３７）
　Ｒ２２がＨまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１２８～１３６のいずれか１項に記
載の化合物。
（項目１３８）
　Ｒ２２がＨである、項目１３７に記載の化合物。
（項目１３９）
　Ｒ２２がＣ１－Ｃ２アルキルである、項目１３７に記載の化合物。
（項目１４０）
　Ｒ２２が－ＣＨ３である、項目１３９に記載の化合物。
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（項目１４１）
　Ｒ２４がＣ１－Ｃ４アルキルまたは－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）である、項目１２８～１４０のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１４２）
　Ｒ２４が－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ２アルキル）である、項目１４１
に記載の化合物。
（項目１４３）
　構造Ｖを有する化合物であり：
【化９５７】

 
　　　　　　　　Ｖ
ここで：
　Ｌ－Ａｒは、

【化９５８】

であり；
　Ａｒは、
【化９５９】

であり、ただしＬ－Ａｒが
【化９６０】

 
である時、Ａｒは

【化９６１】
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でなく；
　Ｌ２は、－ＮＨＲ３５または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ３５１であり、ここで、Ｒ３５１はＣ１

－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキル、４～６員複素環、アリールまたはヘテロア
リールであり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここで、Ｒ
１がＨ、－ＣＮまたはハロゲンでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されていて
もよく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、またはＣ１－Ｃ２アルキルであり；ならびに、
　Ｒ３５は、－Ｃ（Ｏ）Ｒ３５１、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ３５１、Ｃ（Ｏ）ＯＲ３５１または
Ｓ（Ｏ）２Ｒ３５１であり、ここで、Ｒ３５１はＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロ
アルキル、４～６員複素環、アリールまたはヘテロアリールである、前記化合物またはそ
の薬剤的に許容できる塩。
（項目１４４）
　Ｌ－Ａｒが
【化９６２】

 
である時、Ａｒは

【化９６３】

 
ではない、項目１４３に記載の化合物。
（項目１４５）
　Ｌ２が－ＮＨＲ３５である、項目１４３または１４４に記載の化合物。
（項目１４６）
　Ｌ２が－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ３５１である、項目１４３または１４４に記載の化合物。
（項目１４７）
　構造ＶＩを有する化合物であり：

【化９６４】
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　　　　　　　　　　　　　ＶＩ
ここで：
　各Ｗ、Ｘ、ＹおよびＺは、独立して－Ｎ－または－ＣＲ２６－であり、ただしＷ、Ｘ、
ＹおよびＺのうち２つより多くが－Ｎ－であることはなく；
　各Ｒ２６は、独立してＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－Ｎ
（Ｒ２７）２、－Ｓ（Ｏ）２－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、または－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ

４アルキル）であり；
　各Ｒ２７は、独立してＨまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり、または、双方のＲ２７はＣ

１－Ｃ４アルキルであり、それらが結合するＮと結合して一緒に３～６員環を形成し、こ
こで、前記環は前記環の１員として１つの酸素原子を含んでいてもよく；
　Ａｒは、
【化９６５】

であり；
　Ｈｅｔは、５～６員ヘテロアリールであり；
　Ｒ１は、Ｈ、－ＣＮ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ３－Ｃ５シクロアル
キル）、－Ｏ－（４～６員複素環）、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）であり、ここでＲ１

がＨ、－ＣＮまたはハロゲンでない場合、Ｒ１は１つ以上のハロゲンで置換されていても
よく；
　各Ｒ２は、独立して水素、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ４アルキルであり；
　Ｒ３は、ＨまたはＦであり；
　Ｒ１１は、Ｈまたは－ＣＨ３であり；
　Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ５シクロアルキルまたは４～
６員複素環であり；ならびに
　Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲンまたはＣ１－Ｃ２アルキルである、前記化合物またはその薬剤
的に許容できる塩。
（項目１４８）
　Ａｒが
【化９６６】

 
である、項目１４７に記載の化合物。
（項目１４９）
　Ｙが－ＣＲ２６－であり、ここでＲ２６は－Ｎ（Ｒ２７）２である、項目１４７または
１４８に記載の化合物。
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（項目１５０）
　Ｘが－Ｎ－である、項目１４７～１４９のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１５１）
　項目１～１５０のいずれかの化合物および薬剤的に許容できる担体、賦形剤または希釈
剤を含む医薬組成物。
（項目１５２）
　対象のウイルス感染を治療する方法であり、項目１～１５０のいずれかの化合物または
項目１５１の医薬組成物の治療上有効な量を前記対象に投与することを含む、前記方法。
（項目１５３）
　前記ウイルス感染がＣ型肝炎感染を含む、項目１５２に記載の方法。
（項目１５４）
　対象の脂肪酸合成酵素経路の調節不全を特徴とする状態を、項目１～１５０のいずれか
の化合物または項目１５１の医薬組成物の治療上有効な量を前記対象に投与することで治
療する方法。
（項目１５５）
　対象のがんを治療する方法であり、項目１～１５０のいずれかの化合物または項目１５
１の医薬組成物の治療上有効な量を前記対象に投与することを含む、前記方法。
（項目１５６）
　前記がんが、乳癌、膵癌また大腸癌である、項目１５５に記載の方法。
（項目１５７）
　前記がんが膵癌である、項目１５５に記載の方法。
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